
 
 
 
 
 
 

 ➨ 8 ᮇに引き⥆き➨ 9 ᮇの会㛗を務めることにな

りました。よろしくお㢪いいたします。 

 3 年前の会㛗就任時の挨拶に、ᮏ学会の創❧以᮶

の 20 年は政⟇≧ἣの変化に伴㉮する 20 年であった

と書きました。教⫱政⟇をㄽじる土俵上のアクター

の㛵係が変わっただけでなく、土俵⮬体も変わる 20

年だったという㊃旨です。「他ὶヨ合」もⲔ㣤となり、

今では、公ⓗな教⫱サービスの提供が、国や地方公

共団体という公ⓗ⾜政ᶒ㝈主体に㝈られなくなって

くるὶれにある、ともいうべきかもしれません。 

 最㏆⚾は、戦後の教⫱⾜政学の土台を作った宗像

ㄔ也の功⨥ということを⪃えています。宗像が、教

⫱内容の㡿域を⾜政のオフ・リミットとするアンチ

教⫱⾜政学(㸻「国Ẹの教⫱ᶒㄽ」)を提唱し、多大

な影㡪力を持ったことは周▱です。教⫱委員会制度

を㍈とした教⫱⾜政制度を国Ẹの教⫱ᶒㄽが分ᯒ・

批判する、というのが戦後日ᮏの㛗らくの主㍈ᵓ図

になりました。 

 アンチ教⫱⾜政学は教⫱政⟇の「不当」をいうた

めの判ㄽ⌮としては有効でしたが、ᮃましい教⫱

⾜政は「教⫱」に㛵与しない⾜政であるというシニ

カルなㄽἲと⾲する⌮ㄽでもあったために、教⫱

政⟇を内在ⓗに分ᯒすることを㔜どしない㢼₻を⏕

んだのも☜かです。振り㏉ってみると、戦後の教⫱

⾜政に㛵するデータも分ᯒも、分ᯒの手ἲもすっぽ

り✵ⓑになっていた、そういうところから⚾たちは

再出Ⓨをしています。 

 国内外に、ḟからḟへと新✀の政⟇のⓏ場がほ察

されます。そこではもはや、おỴまりの悪役や善⋢

を想定することはできません。既に◊✲のトレンド

の⯦は、新しい◊✲ᯟ⤌みの⋓得へと切られていま

すが、先⾜する⌧実のスピードに分ᯒ⌮ㄽの形成は

㏣いついているとはいえない⌧≧にあります。しか

し⪃えてみれば、使える⌮ㄽのデフォルトがないと

いうことは、創意と工夫の可⬟性が広がっていると

いうことでもあります。 

 動き⥆ける教⫱政⟇にリアルに切り⤖ぶことので

きる教⫱政⟇◊✲の拠Ⅼとして、ᮏ学会が更にⓎ展

しうるように、会員のⓙᵝとともに引き⥆き力を尽

くしたいと思います。   (広℩⿱子・専修大学) 
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広瀬裕子 第 9期会長 挨拶 
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【年報第 25号 投稿原稿ỉ募集】 

・投✏⏦し㎸みは 9月 30日までに 
Eメールでお㢪いします。 

・ヲ⣽はḟ㡫をごぴください。 

日本ઇੁ৾会  2017  

NEWS LETTER 

写┿㸸広℩会㛗挨拶㸦➨ 24 回大会懇ぶ会にて㸧 
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年報➨ 25号の投✏原✏(投✏ㄽ文、◊✲ノート)を以下のせ

㡿で募㞟いたします。多くの会員からの⏦し㎸みをお待ち

しています。 

 

1、⏦し㎸みᮇ㝈 

 2017年 9月 30日 㸦必╔㸧 

 

2、⏦し㎸み方ἲ 

 Ặ名、所属、住所、㟁ヰ、ファックス、Eメールアドレス、

投✏ㄽ文または◊✲ノートの別、ㄽ✏㢟┠を明グして、下

グ 2 カ所の E メールアドレスに、タイトル(件名)を「年報

➨ 25号投✏希ᮃ」として「日ᮏ教⫱政⟇学会年報⦅㞟委員

会」宛に⏦し㎸んで下さい。 

 

・㏦付先アドレス : 

  araif@tmu.ac.jp  
  9656.kab0tcha@gmail.com ←bと tの㛫はゼロ 

 

 ⏦㎸⪅に対しては、数日中にメールで⏦し㎸み☜ㄆの㏉

信をします。受付☜ㄆメールが届かない場合にはご一報下

さい。 

 なお、㒑㏦での⏦し㎸みをご希ᮃの方は、下グ原✏㏦付

先に⏦し㎸んで下さい。受㡿の㏉信が必せな方は宛先を明

グした㏉信⏝のはがきをῧえて下さい。 

 

3、原✏⥾め切り 

 2017年 11月 30日㸦必╔㸧 

 必せ書㢮一式㸦「投✏・執➹せ㡿」参↷㸧を同封のうえ、

下グ宛に㒑㏦でお㏦り下さい。 

 

・㏦付先先 

  〒192-0397 八⋤子市南大ἑ 1-1 

  㤳㒔大学ᮾ京 㒔市教㣴学㒊 教⫱学◊✲室 

  Ⲩ井文昭Ẽ付 

     日ᮏ教⫱政⟇学会年報⦅㞟委員会 

 

4、投✏・執➹せ㡿 

 投✏にあたっては、年報 24号または学会 webサイト上の

「投✏・執➹せ㡿」を⇍ㄞされるようお㢪いいたします。 

 

※この募㞟については、インターネット上㸦学会 web サイ

ト㸼投✏⏦し㎸み㸧にもグ㍕されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年報第 25号投稿原稿ỉ募集】 

日本教育政策学会 第 24回大会報告 

 去る 7月 1日㸦土㸧㹼2日㸦日㸧、京㒔女子大学において日ᮏ教⫱政⟇学

会➨ 24 回大会が㛤催されました。会員 67 名㸦内学⏕会員 10 名㸧、⮫時会

員 9名㸦内学⏕ 4名㸧のご参加をいただきました。 

 大会一日┠の午後は⮬⏤◊✲Ⓨ⾲が⾜われました。今大会は㸱つの分⛉

会でィ 11ᮏ㸦内 1ᮏは共同◊✲㸧のごⓎ⾲をいただきました。 

 2 日┠の午前中に⾜われた「ㄢ㢟◊✲」では、「⮬体における新⮬⏤主

⩏ⓗ教⫱政⟇と『教⫱⚟♴』ⓗ事ᴗのぶ和性とその㌿換」、「子どもの㈋困 

対⟇と⚟♴ⓗ価値」、「教⫱ⓗ価値と『地域』」という三つのテーマで報告がなされました。批判を恐れずにご報告の内容

をひとまとめにすると、新⮬⏤主⩏が⏕み出した「᱁差」「㈋困」の問㢟を教⫱と⚟♴が㐃携して、それぞれの地域でど

う克᭹していくか、という問㢟のように思え、♫会⚟♴学の「well-beingアプローチ」はあらためて刺⃭ⓗでした。 

2日┠の午後は「ΰἁとする世⏺政の中の教⫱政⟇」と㢟した「公㛤シンポジウム」を㛤催しました。シンポジスト

にⱥ国、ドイツ、⡿国、日ᮏをフィールドとする◊✲⪅をお招きし、各国の政・♫会≧ἣをふまえて教⫱政⟇につい

てㄒっていただきました。新⮬⏤主⩏が⏕み出した問㢟≧ἣを⫼景に子どものウェルビーイングをどう保㞀するのか 

という「ㄢ㢟◊✲」と共㏻する問㢟ㄆ㆑が感じ取られ、そのあたりのㄆ

㆑を事前に意㆑し、㆟ㄽの㐍⾜をィ⏬❧てれば、もう少し㆟ㄽがάⓎに

なったのではないかと、コーディネーターとしてṧ念に思っています。 

 ᮎ➹となりましたが、⮬⏤◊✲のⓎ⾲⪅・司会の方々、ㄢ㢟◊✲及び

シンポジウムの報告⪅、アルバイトの㝔⏕・学⏕ㅖ君、ご参加していた

だいたすべての方々に心よりお♩⏦し上げます。 

㸦➨ 24回大会実⾜委員㛗 ㇂川⮳孝・京㒔女子大学㸧 

写┿㸸京㒔女子大学 

写┿㸸ㄢ㢟◊✲ 
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分⛉会 A では、4件の◊✲Ⓨ⾲が⾜われた。 

①㟷ᮌⱱ㞝会員㸦ᮾ京㧗ἲ◊㸭❧ṇ大学㠀常勤ㅮ師㸧による「新学⩦指導せ㡿の批判ⓗ᳨ウ㸫教⫱ἲ学ⓗほⅬから」

では、今回の新学⩦指導せ㡿は、教⫱内容のみならず、方ἲの⣽㒊にまで介入するものであり、教⫱ㄢ⛬の⦅成基‽を

㉺えて、実施のⅬ᳨基‽となったことで、学⩦指導せ㡿の性᱁を大きく変えるものであるとの報告がされた。  

②ⶶ原Ύ人会員㸦工学㝔大学名教授㸧による「教⫱ㄢ⛬政⟇の㌿換㸫新学⩦指導せ㡿の᳨ウから㸫」では、新学⩦

指導せ㡿はこれまでの学⩦指導せ㡿と大きく性᱁を変えて、教⫱内容だけでなく㺂指導方ἲ、ホ価、学ᰯ㐠営など学ᰯ

教⫱全体の基‽とする文書にすることを意図しており、国家主⩏ⓗに教⫱内容を更に⌧場に押しつける教⫱政⟇となっ

たとの報告がされた。 

③佐㈏ᾈ会員㸦ἲ政大学名教授㸧「『アクティブ・ラーニング』をどうぢるか」では、ᯇ下佳代⦅ⴭ『ディープ・ア

クティブラーニング』における「外化」ᴫ念への批判ⓗ᳨ウがなされた。アクティブな学⩦⾜動を、ルーブリックによ

って外ⓗな⾜動形態としてせ⣲化して取り出し、それに↷らして子どもをホ価にさらすとき、そのホ価基‽に合わせる

学⩦⾜動がㄏい出され、必ずしも外に「⾲出」しない子どもの内㠃における⬟動性、主体性、┠ⓗ性がぢⴠとされ、そ

の⤖ᯝとして奪われてしまうのではないかという危うさを指摘した。 

④℈元伸彦会員㸦京㒔㐀形ⱁ⾡大学㸧による「大㜰府・市における学力テスト⤖ᯝの内⏦Ⅼ反映がもたらす学ᰯ教⫱

への影㡪㸫教員へのインタビューㄪᰝに基づく⪃察㸫」では、大㜰府・市の新たな内⏦Ⅼホ定システムの導入により、

教⫱⌧場における「指導とホ価の一体化」という指導原⌮が崩れたり、学ᰯ㛫に内⏦Ⅼに㛵する有利不利の᱁差が⏕じ

たりするなど、教員たちの㛫に大きなΰ乱とシステムに対する不信感が⏕じていること➼をインタビューㄪᰝにもとづ

いて報告した。 

報告後の㉁応⟅・全体協㆟では、新学⩦指導せ㡿並びに大㜰府・市の学テ政⟇の問㢟Ⅼを巡り、㜏㐩な㆟ㄽがなさ

れた。                       㸦佐㔝ṇ彦・大㜰㟁Ẽ㏻信大学、押⏣㈗久・兵庫教⫱大学㸧 

分⛉会 B では、3件のⓎ⾲が⾜われた。①伊⸨健会員

㸦ᮾᾏ学園大学㸧・ᶓ井敏㑻会員㸦北ᾏ㐨大学㸧㸸㡑国にお

ける代学ᰯ政⟇の展㛤と公㈝㈇担のᵓ㐀、②姉崎ὒ一会

員㸦北ᾏ㐨大学・名教授㸧・ᶓ井敏㑻会員㸦北ᾏ㐨大学㸧・

ᶓ㛵⌮恵会員㸦北ᾏ㐨大学・㝔⏕㸧㸸キャメロン㐃❧政ᶒ

の中➼教⫱改㠉政⟇-アカデミーと新タイプ学ᰯ導入を中

心に、③前原健二会員㸦ᮾ京学ⱁ大学㸧㸸ドイツにおける

ギムナジウム政⟇をめぐるゝㄝ分ᯒ、である。 

まず、Ⓨ⾲①では、代学ᰯ政⟇の展㛤から、ἲ制度ⓗ

な≉徴と公㈝助成制度、代学ᰯㄆ可の≧ἣについて報告

がなされた。オルタナティブな教⫱である代学ᰯに対し

て、⌧在は学Ṕをㄆ可する制度も成❧しているものの、多

くの代学ᰯが㠀ㄆ可代学ᰯのまま␃まっている実態

が♧された。その⌮⏤として、ㄆ可にあたってはカリキュ

ラムの一定⛬度の‽拠がồめられること、公㈝助成の仕⤌

みがἲⓗに備わっていないことなどが♧された。 

②では、公㈝⥔持学ᰯのタ⨨㐠営をẸ㛫の♫会ⓗㅖ団体

へ⛣⾜させようとするイギリスの政⟇ⓗ₻ὶ㸸アカデミ

ー、フリースクール、ユニバーシティ・テクノロジー・カ

レッジ、スタジオスクールの制度・実態・ㄢ㢟が整⌮され

た。ㄢ㢟として、地域が教⫱ィ⏬を❧てられなくなること、

アカデミーがᮇ待されるᵝにᶵ⬟するのか不明であるこ

と、営利┠ⓗによる学ᰯタ⨨の✺◚口になりかねないこと

などが指摘された。 

③のⓎ⾲では、㸷年とされてきたギムナジウムの修ᴗ年

㝈が、㸶年に▷⦰→㸷年に再延㛗とされた一㐃の政⟇ⓗ₻

ὶを対㇟に、各々の政⟇のṇ当性⋓得のプロセスが、㞧ㄅ

メディアでのゝㄝ分ᯒを基に明らかにされた。≉に、労働

市場ゝㄝ㸦㸯年㐜く労働市場に出る➇争不利克᭹㸧、学ᰯ

制度の⤒㊰依存ゝㄝ㸦Ṕ史ⓗ⤒⦋による政⟇㑅択㸧、エビ

デンスゝㄝ㸦可ど化される数値を基に政⟇㑅択㸧➼がᯒ出

され、政⟇の方向性と㛵㐃している実態が♧された。 

㸦㈆広斎子・千ⴥ大学、㟷ᮌ◊作・ᮾ京成徳大学㸧 

分⛉会 C では、①Ọ井ᰤ俊会員㸦❧ṇ大学・㠀常勤ㅮ

師㸭ᮾ京㧗ἲ◊㸧「教⫱⌧場にᾐ㏱する⮬⾨㝲の情ἣ」、

②➉中司㑻会員㸦㟷᳃中央学㝔大学㸧「いじめ対⟇㜵Ṇ推

㐍ἲのḞ㝗とその是ṇ⟇」、③岩崎保㐨会員㸦㧗▱大学㸧

「公❧㧗ᰯの⏕徒ῶに伴う学ᰯ存⥆のための取⤌」、④∾

℩⩧㯞会員㸦⟃Ἴ大学大学㝔・㝔⏕㸭日ᮏ学⾡振⯆会≉

別◊✲員㸧「㧗ᰯ再⦅にかかる政⟇形成㐣⛬の教⫱ガバナ

ンス―㮵児島┴❧ᴋ㞙中㧗一㈏教⫱ᰯ新タの事例分ᯒ

―」、㸦以上Ⓨ⾲㡰㸧の 4件のⓎ⾲が⾜われた。 

Ọ井会員は、キャリア教⫱や㜵⅏教⫱などの分㔝にお

いて⮬⾨㝲が学ᰯ教⫱と㐃携している事例をいくつか⤂

介した上で、⮬⾨㝲が学ᰯ教⫱に㛵与している≧ἣにつ

いて批判ⓗな᳨ウを加えた。 

➉中会員は、いじめ㜵Ṇ対⟇推㐍ἲにおいて 1᮲ᰯで

ある幼⛶園、大学及び㧗➼専㛛学ᰯが㝖外されているこ

とを批判し、幼⛶園、大学及び㧗➼専㛛学ᰯにおいてい

じめの実態があることを指摘した上で、その是ṇ⟇を提

㉳した。 

岩崎会員は、公❧㧗ᰯにおける⏕徒ῶに伴う学ᰯ存⥆

についての取り⤌みとして、島᰿┴、㛗㔝┴、㧗▱┴の

学ᰯの事例を⤂介した。今後のㄢ㢟として、⏕徒ῶに対

して単Ⓨⓗな対⟇をㅮじるのではなく、学ᰯ㨩力化を地

域の㛵係ᶵ㛵とつくることが㔜せであると指摘した。 

∾℩会員は、㮵児島┴大㝮地域の┴❧㧗ᰯ再⦅に㛵す

る事例から、┴❧㧗ᰯ教⫱政⟇のガバナンスᵓ㐀におい

て、⟶㎄外の㡿域に対する市⏫ᮧの影㡪力⾜使の余地に

ついて᳨ウし、その影㡪力は≉定の傾向がぢられるもの

ではないことを指摘した。 

分⛉会 Cは、教⫱政⟇に㛵する多ᵝなトピックスを᳨

ウした分⛉会となった。㉁及び全体ウ㆟ではフロアか

らάⓎな㉁が展㛤され、各Ⓨ⾲⪅の◊✲を῝めるもの

となった。 

㸦文㈐㸸島⏣᱇吾・㟼岡大学、᳜⏣啓嗣・す九州大学㸧 
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公開ἉὅἯἊỸἲ「混沌ểẴỦ世界政治ỉ中ỉ教育政策 

ᾋ課題研究ᾉ構造改革下ỉ教育危機ể、教育政策研究ỉ課題ᾍ 

課題研究「自治体教育政策ỆおけỦ構造改革ể教育的価値ỉ実現―3年間ỉ総括ể今後ỉ研究展望―」 

 今年度の大会は、「ΰἁとする世⏺政の中の教⫱政⟇」と㢟し「公㛤シンポジウム」を㛤催しました。ゲストに小堀┾

⿱Ặ㸦❧命㤋大学/政学・ⱥ国㸧を㏄え、シンポジストとして、前原健二会員㸦ᮾ京学ⱁ大学・ドイツ㸧、⠛原岳司会員

㸦北ᾏ㐨大学・⡿国㸧、佐㈏ᾈ会員 (ἲ政大学名教授・日ᮏ)にごⓏ壇いただきました。 

 2016年㸴月、ⱥ国では㹃㹓㞳⬺の国Ẹ投⚊が⾜われ、大方の予想に反して㹃㹓㞳⬺がわずかに上回りました。同年11月に

はトランプ大⤫㡿が㑅出され、2017年㸳月にはフランスでも大⤫㡿㑅挙が実施され、旧᮶の二大政党㸦共和党と♫会党㸧の

候⿵⪅ではないマクロンẶが圧倒ⓗな勝利を収めました。この⛅にはドイツの㐃㑥㆟会㑅挙がひかえています。 

 これらの各国の動向をぢたときに共㏻していることは、右か左かという単⣧なものではなく、旧᮶の政のᯟ⤌それ⮬体

が揺らいでいること、にもかかわらずその⾜く先を世⏺のだれもみつけられないことではないでしょうか。つまり、今世⏺

は新⮬⏤主⩏が⏕み出した᱁差や㈋困、加えて㞴Ẹやテロという♫会・政≧ἣの中で、ニューライトに代わるポスト⚟♴

国家レジームをぢいだせないでいます。「安倍一党⊂」に代わる「受け─」がないとゝわれる我が国も、まさしく同ᵝな

≧ἣに⨨かれています。そして、こうした「ΰἁとした」政・♫会≧ἣの中にわが国の子ども㐩はおかれているのです。 

以上のㄆ㆑で世⏺をとらえ、ⱥ国、ドイツ、⡿国、日ᮏをフィールドとする◊✲⪅から、それぞれの国の政・♫会≧ἣ、

そこにおける教⫱政⟇のありᵝをㄒっていただくというのが、ᮏシンポジウムのねらいでした。 

 小堀ẶはポピュリズムのほⅬから、ⱥ国⊂❧党投⚊⪅の≉徴㸦㧗㱋⪅、学Ṕは㧗くない、所得は低い㸧、㹃㹓㞳⬺支持⪅

の≉徴㸦㧗㱋⪅、学Ṕは㧗くない㸧、2017年ⱥ国⥲㑅挙の投⚊⾜動の≉徴、➼についておヰしいただきました。前原会員は

ドイツの政≧ἣ㸦各州の政党勢力㸧、教⫱の≧ἣ㸦ᶆ‽化、テスト指向➼㸧、⠛原会員はアメリカの教⫱政⟇㸦スタンダ

ードのタ定に基づく┠ᶆ⟶⌮政⟇➼㸧、佐㈏会員は日ᮏの≧ἣ㸦新⮬⏤主⩏化された教⫱政⟇、公教⫱の┠ᶆ⟶⌮、新⮬⏤

主⩏とナショナリズムの⤖合➼㸧がㄒられました。 

 シンポジストの中で、新⮬⏤主⩏批判の❧場から「学力」向上政⟇を┿っ向から批判する❧場と㈋困対⟇として「学力」

向上政⟇を一定⛬度容ㄆする❧場に分かれたことは、⯆味῝かったです。しかし、ṧ念ながらフロアからάⓎな㆟ㄽが展㛤

されたとはゝい㞴く、「ΰἁとした」シンポジウムになってしまいました。 

シンポジウム全体の㆟ㄽの⤌み❧てをもう少し明☜にタ定していれば、とコーディネーターとして反┬しています。 

㸦㇂川⮳孝・京㒔女子大学㸧 

 

最初に、川口ὒ会員㸦愛▱工ᴗ大学㸧が「⮬体における新⮬⏤主⩏ⓗ教⫱政⟇と『教⫱⚟♴』ⓗ事ᴗのぶ和性とその

㌿換」と㢟する報告を⾜った。川口会員は、⏕ά困❓⪅への「支援」が⏕ά保ㆤ制度利⏝⪅の抑制と労働力化を図るもので

あるというⅬに㏆年の⚟♴政⟇全⯡に新⮬⏤主⩏ⓗ性᱁がㄆめられると㏙べ、㏆年、全国で㐍められている学⩦支援事ᴗに

ついても、学力・学Ṕの⋓得による㈋困からの㞳⬺をせồするものであることに新⮬⏤主⩏教⫱政⟇との「ぶ和性」がある

と指摘した。さらに、学ᰯの➇争ⓗな教⫱⎔境を前提とするならば、学⩦支援の⌧場では子どもに寄りῧうという価値が大

切にされていたとしても、⤖局、そうした➇争ⓗ⎔境に子どもを㏦り㏉すという役割を担うことになりかねないことから、

公ⓗ㈨※による教⫱᮲件整備の充実とともに、公教⫱そのものを変㠉していくことが必せであるとㄽじた。 

ḟに、志㈡信夫Ặ㸦大㇂大学㸧が「子どもの㈋困対⟇と⚟♴ⓗ価値」と㢟する報告を⾜った。㈋困に㛵する♫会学・⌮ㄽ

ⓗ◊✲が専㛛の志㈡Ặは、子どもの㈋困対⟇に㛵わる㏆年のㅖ政⟇の分ᯒから、そこには「投㈨アプローチ」と「well-being 

アプローチ」が互いにⴱ⸨、妥協しつつΰ在していることを指摘した。新⮬⏤主⩏勢力が⚟♴の市場化、⚟♴抑制、「⮬⏤

と⮬己㈐任」を基ㄪとして、投㈨ㄽⓗな子どもの㈋困対⟇を推㐍しようとしているのに対し、⚟♴せồ㐠動は⚟♴の♫会化、

⚟♴充実、「⮬⏤と⮬己Ỵ定」をせồする。さらに「well-being アプローチ」では、㈋困を単なる㈈のḞ如と捉えるのでは

なく、幸⚟㸦well-being㸧を㏣ồする⮬⏤のḞ如とその⤖ᯝとしての♫会ⓗ排㝖として捉えるのであり、こうしたᴫ念ⓗ整

⌮を⾜い、⌧実のㅖ政⟇を分ᯒすることによって、⚟♴ⓗ価値を実⌧する可⬟性を拡大することができるのではないかと㏙

べた。 

⥆いて、Ṋ⪅一弘会員㸦ᯇᮏ大学㸧から「教⫱ⓗ価値と『地域』」と㢟する報告が⾜われた。Ṋ⪅会員は、新⮬⏤主⩏ⓗᵓ

㐀改㠉の一側㠃としての「コミュニティの㑅択」にὀ┠し、それは人々の主体ⓗ㑅択であり、⮬体の⮬ⓗ㑅択であるの

だろうかと問い、学ᰯ⤫廃合、教⫋員の㓄⨨、⮬体㈈政などのᵓ㐀改㠉が人㛫の在り方、⏕き方にゆがみを⏕じさせ、ま

た地域においても問㢟、▩┪を噴出させていることを㛗㔝┴内での㇏富な地域ㄪᰝ㸦事例㸧に基づいて指摘した。しかしそ

の一方では、῝刻な㈈政㞴のなかでもあえて市⏫ᮧ合併や小学ᰯの⤫廃合をぢ㏦った地域⮬の事例があり、そこには人㛫

形成のᮏ㉁ⓗ・原⌮ⓗ価値としての教⫱ⓗ価値の㏣ồがぢられるのではないかと㏙べた。さらに、このような教⫱ⓗ価値は、

文㒊⛉学┬「㐺ṇつᶍ㓄⨨の手引き」で㏙べられている「教⫱ⓗなほⅬ」㸦技⾡ⓗ・㐨具ⓗ価値㸧とは区別されなければな

らないとㄽじ、上グのような地域⮬の取り⤌みを「✚ᴟⓗ⮬⏤」㸦ἲⓗ「つ制」を㔜ど㸧とは␗なる「ᾘᴟⓗ⮬⏤」㸦文化

ⓗ「つ制」を㔜ど㸧の⾜使と意⩏づけて、教⫱ⓗ価値を㏣ồする⮬⏤をめぐる⌮ㄽⓗ問㢟を提㉳した。 

各報告についての㉁応⟅や全体での㆟ㄽでは、教⫱⚟♴ⓗ事ᴗの新⮬⏤主⩏ⓗ性᱁についての⌮ゎをめぐって「ぶ和性」

という⏝ㄒの㐺切性や学⩦支援事ᴗが⌧実にᶵ⬟している㒊分に対するホ価、幸⚟を㏣ồする⮬⏤という⚟♴ⓗ価値の定⩏

が教⫱ⓗ価値ㄽに与える♧唆、教⫱ⓗ価値の技⾡ⓗ・㐨具ⓗ価値とᮏ㉁ⓗ・原⌮ⓗ価値の区別と㛵係、そして「✚ᴟⓗ⮬⏤」

と「ᾘᴟⓗ⮬⏤」の区別と㛵係などのㄽⅬがとりあげられた。よりヲ⣽については、年報ḟ号を参↷されたい。 

㸦勝㔝ṇ❶・ᮾ京大学㸧 
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              於㸸京㒔女子大学 

2017/7/1㸦土㸧16:15-17:15 

㸯㸬報告事㡯 

㸦1㸧2016年度会務報告 

 ①会員の⌧ἣ  

 ・2017年 4月 1日⌧在の会員数 206名㸦うち学⏕・㝔⏕

会員 35名㸧 

 ・2016年度の新会員 6名 ㏥会⪅ 7名 㛗ᮇ会㈝ᮍ⣡に

よる㝖⡠⪅ 5名 

 ②寄㉗図書㸦㹆㹎に掲㍕㸧  

㸦2㸧年報⦅㞟委員会報告 

・年報➨ 24号㸦≉㞟「安倍政ᶒ下の教⫱政⟇」㸧を刊⾜ 

・➨ 25号の出∧♫は、これまでの八月書㤋から学事出∧に

変更する。 

㸦3㸧➨ 8ᮇの◊✲ㄢ㢟プロジェクト 

〔担当⌮事〕勝㔝ṇ❶㸦ᮾ京大学㸧、中嶋哲彦㸦名古屋大学㸧、

Ṋ⪅一弘㸦中㒊大学㸧 

〔◊✲ㄢ㢟〕⮬体教⫱政⟇におけるᵓ㐀改㠉と教⫱ⓗ価

値の実⌧ 

〔◊✲会➼〕㸦㹆㹎に掲㍕㸧 

㸦4㸧➨㸷ᮇ会㛗及び⌮事㑅挙⟶⌮委員会報告 

〔㑅挙⟶⌮委員〕  

  ⸨ᮏ典⿱㸦委員㛗、ᮾὒ大学㸧 小入⩚⚽敬㸦帝京大学㸧 

㇂口 ⪽㸦中央学㝔大学㸧 

〔㑅挙⤖ᯝ〕 ※㈨料 1 

㸦5㸧会員企⏬◊✲会  

・2015年度からタ⨨㸦1万円を⿵助㸧 

・2016年度⏦ㄳ 1件 ⠛原岳司㸦北ᾏ㐨大学㸧 

 「拡大する教⫱政⟇市場と教⫱の公共性」㸦2017 年 2 月 4

日◊✲会㛤催㸧 

㸦6㸧年報バックナンバー在庫の取扱について 

・2000 冊を㉺えるバックナンバーの保⟶場所の☜保が困㞴

であり、年報の㟁子ⓗ公㛤も㐍んでいることから、刊⾜後

5 年を⤒㐣したものについては保存⏝ 10 㒊⛬度をṧし、

廃Რすることとする。 

㸦7㸧常任⌮事会の旅㈝⿵助に㛵する⏦し合わせについて 

・学会のṇつの会合に出席した㐲㝸地の常任⌮事および年

報⦅㞟委員に対し、予⟬の⠊囲内で交㏻㈝と宿Ἡ㈝を支⤥

する。ただし、大会時については支⤥対㇟としない。 

 

㸰㸬㆟事 

㸦1㸧➨ 9ᮇ役員体制 ※㈨料 2 

㸦2㸧常任⌮事会、⌮事会、大会の㛤催➼  

・ニューズレター各号参↷ 

㸦3㸧2016年度収支報告 ※㈨料 3 

〔┘ᰝ委員の所ぢ〕 

・会㈝⣡入⋡が 90.7㸣㸦2015度 77.9㸣㸧に改善されたⅬは

ホ価できる。 

・◊✲ㄪᰝ㈝の予⟬執⾜⋡について改善の余地がある。 

㸦4㸧2017年度ά動方㔪  

・従᮶のά動に加え以下のことを㐍める。 

-J-STAGE➼のオンライン・データベースに『日ᮏ教⫱政

⟇学会年報』所㍕の◊✲ㄽ文➼をⓏ㍕する。 

-学会情報のオンライン化の推㐍について᳨ウを㐍める。 

-学⾡会㆟協力団体へのⓏ㘓⏦ㄳを㐍める。 

㸦5㸧2017年度予⟬ ※㈨料 4 

㸦6㸧➨ 25回大会について 

・2018年 7月 7日㸦土㸧、8日㸦日㸧 専修大学⚄⏣ᰯ⯋

㸦ᮾ京㒔千代⏣区㸧 

㸺㈨料 1 㑅挙⤖ᯝ㸸当㑅⪅㸼 
・会㛗  

  広℩⿱子 

・全国区⌮事 

  大᱈敏⾜ Ⲷ原克⏨ 勝㔝ṇ❶ 中嶋哲彦 

・地方区⌮事㸦北ᾏ㐨・ᮾ北㸧 

  姉崎ὒ一 ᶓ井敏㑻 

・地方区⌮事㸦㛵ᮾ㸧 

  Ⲩ井文昭 喜多明人 ⶶ原Ύ人 ㈆広斎子 佐㈏ᾈ 

⃝㔝⏤⣖子 広井多㭯子 ᮧ上♸介 

・地方区⌮事㸦ᮾᾏ・北㝣・⏥信㸧 

  坪井⏤実 Ṋ⪅一弘 

・地方区⌮事㸦㏆␥㸧 

  井῝㞝二 押⏣㈗久 

・地方区⌮事㸦中国・四国・九州・Ἀ⦖㸧 

  岡ᮏ徹 ᰗᯘ信彦 

 

 

 

㸺㈨料 2 ➨㸷ᮇ役員体制㸼 
〔会㛗〕  

  広℩⿱子 

〔常任⌮事〕 

 ・全国区㑅出⌮事㸸大᱈敏⾜ 勝㔝ṇ❶ 中嶋哲彦  

 ・地方区⌮事㸦㛵ᮾ㸧㸸Ⲩ井文昭 喜多明人 ⶶ原Ύ人  

    ㈆広斎子 佐㈏ᾈ 広井多㭯子 ᮧ上♸介 

〔事務局〕  

 ・事務局㛗㸸広井多㭯子 

 ・幹事㸸⏫支大♸  ・書グ㸸Ⲩ井ⱥ㑻 

〔┘ᰝ〕 

  㟷ᮌ◊作 㧗ᶫ ᮃ 

〔年報⦅㞟委員〕  

 ・委員㛗㸸Ⲩ井文昭 

 ・常任⦅㞟委員㸸㈆広斎子 新井⚽明 太⏣⨾幸 

    㛗島啓グ ᮧ上♸介 

 ・全国⦅㞟委員㸸押⏣㈗久 佐⸨修司 ㇂川⮳孝 

    住友 剛 ᰗᯘ信彦 

 ・⦅㞟幹事㸸山ἑ智ᶞ 

 総会報告  



 
㸺㈨料 3㸼 

 
【収入】 

㈝┠ 予⟬ 実⦼ 備⪃ 

当年度会㈝ 1,350,000  1,432,000  納入率㸦㔠㢠比㸧90.7㸣 
㐣年度会㈝ 300,000  426,000  

 
入会㔠 40,000  16,000  8人 
会㈝前納 0  32,000  当年度会㈝に含む 

  「会㈝㛵係」小ィ 1,690,000  1,874,000  
 

年報売り上げ 10,000  0  
 

㞧収入 0  84,000  大会実⾜委員会からの寄付 
前年度⧞㉺㔠 758,801  758,801  

 
合ィ 2,458,801  2,716,801  

 
⧞㉺㔠を㝖く 1,690,000  1,958,000  

 
【支出】 

㈝┠ 予⟬ 実⦼ 備⪃ 

大会㐠営㈝⿵助 200,000  200,000   

研究ㄪ査㈝ 150,000  
70,000   
10,000  会員企画研究会 1件×5万円 実績 1件 

年報㈙上㈝ 803,520  796,960   
年報編㞟㈝ 150,000  150,000  編㞟委員会幹事ㅰ㔠 5万、ⱥ文校㜀 5万円 
ニューズレター印刷 40,000  25,488   
人件㈝ 70,000  52,000  事務局幹事ㅰ㔠 5万円 アルバイト 
旅㈝ 200,000  163,000  全国理事、全国編㞟委員㐲㊥㞳交㏻㈝⿵助 
事務㈝ 200,000  195,376  㒑㏦料、名簿印刷代、理事会弁当代等 

ウェブサイト管理㈝ 10,000  9,699   
J-STAGE入力作業㈝ 20,000  0   
㞧㈝ 5,000  1,296  振㎸手数料など 
予備㈝ 610,281  0   
合ィ 2,458,801  1,673,819   

 
㸺㈨料㸲㸼 

 
【収入】 

㈝┠ 予⟬㢠 備⪃ 

会㈝  1,312,000 ི 85%を想ఈ 千円以下切り上げ 

㐣年度会㈝ 200,000 前೧ౕ状況を勘案して見直し 

入会㔠 40,000 20人想ఈ 

会㈝前納 0   前は錯誤によるもの以外めていない 

   「会㈝㛵係」小ィ 1,552,000   

年報売り上げ 0   

㞧収入 0   

前年度⧞㉺㔠  1,042,982   

合ィ 2,594,982   

 

2016年度収支報告㸦2016.4㸬1〜2017.3㸬31㸧 

2017年度予算㸦2017.4㸬1〜2018.3㸬31㸧 



 

【支出】 

㈝┠ 予⟬㢠 備⪃ 

大会㐠営㈝⿵助 200,000  

 研究ㄪ

査㈝ 

ㄢ㢟研究  100,000 ㄢ㢟研究プロジェクト 10万円 

会員企画研究会 50,000 会員企画研究会 5件×㸯万円 

年報㈙上㈝ 809,813  24号八月書㤋から刊⾜済み 

年報編㞟㈝ 100,000  
ⱥ文校㜀 5万円を含む 

編㞟委員会幹事ㅰ㔠 5万円は人件㈝へ移動 

ニューズレター印刷 30,000  前年度より 1万円減 

人件㈝ 120,000  事務局幹事・編㞟委員会幹事ㅰ㔠各 5万円を含む 

旅㈝ 200,000  常任理事㐲㊥㞳交㏻㈝⿵助 

事務㈝ 250,000  役員等㑅挙、事務局移㌿のため 5万円増 

ウェブサイト管理㈝ 10,000  

 㞧㈝ 3,000  振㎸手数料など。2千円減 

予備㈝ 722,169    

合ィ 2,594,982  

 

 

 

○「会員企画研究会」Ệắ応募くẻẰい 

 会員が企⏬する◊✲会に、1件 1万円の⿵助をします㸦㈨料の作成代、会場使⏝料、㛤催㏻▱の作成➼㸧。希ᮃされる方

は、学会事務局にメールで⏦ㄳしてください。⏦ㄳ書は学会 HPからダウンロードしてください。 

 助成を受けた場合は、◊✲会を学会会員に対し公㛤し㸦学会㹆㹎➼に掲㍕㸧、◊✲会㛤催後、そのᴫせを事務局に報告

してください㸦㹆㹎、ニューズレターに掲㍕㸧㹿 

 

○年報ỉἢἕἁἜὅἢὊửお送ụẲộẴ 

 年報のバックナンバーを↓料でお㏦りします㸦ただし㒊数の少ない号は㝖く㸧。希ᮃされる方は学会事務局にメールで

⏦ㄳしてください㸦㏦付先、㟁ヰ␒号、㒊数を明グ㸧。10月ᮎまで受け付けます。会員は㏦料↓料。会員外は㏦料╔払い 

 

 

○会員情報ửἳὊἽỂ配信ẲộẴ - 【ἳὊἽỴἛἾἋỉ変更等ửắ連絡くẻẰい】 

 今ᮇの事務局では、会員┦互の情報や交ὶを促㐍するとともに、事務作ᴗの効⋡化を図るために、ニューズレターや◊

✲会の内などをメールで㓄信することを᳨ウしたいと⪃えています。つきましては、メールアドレスの変更がある場合

や、メールアドレスをᮍⓏ㘓の場合は、事務局(kyoikuseisaku@gmail.com)まで⮳急ご㐃⤡ください。 

 

○図書ỉ寄贈Ệếいề 

 寄㉗していただいたⴭ書➼は学会 HP に掲㍕しております。また、寄㉗していただく場合は、事務局ではなく、年報⦅

㞟委員会にお㏦りください。 

 

〔㏦付先〕 

 〒192-0397 八⋤子市南大ἑ 1-1  

  㤳㒔大学ᮾ京 㒔市教㣴学㒊 教⫱学◊✲室 Ⲩ井文昭Ẽ付 

  日ᮏ教⫱政⟇学会年報⦅㞟委員会 

会員ỉỚễẰỮồ 

㔜せ 
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○会費納入ỉお願い 

 2017年度分までの会㈝がᮍ⣡の方は、⮳急⣡入をお㢪いします㹿一⯡会員 8000円、学⏕㝔⏕会員 5000円です。 

〔㒑便振替口座〕 

 グ号 㸮㸮㸯㸴㸮−㸰−㸴㸱㸮㸳㸷㸴 

 加入⪅名 日ᮏ教⫱政⟇学会 

 

○新入会員㸦2017年 5月以㝆㸧 

 山下晃一㸦⚄戸大学㸧  ᰿ᮏ┈ᾏ㸦放㏦大学大学㝔㸧 

 成ᯇ⨾ᯞ㸦⪷㞔クリストファー大学㸧  中ᮧ恵佑㸦ᮾ京大学大学㝔㸧 

 

 

〔常任理事会ỉ開催記録〕 

➨ 120回㸦➨ 8ᮇ 15回㸧6月㸱日㸦土㸧15時 00分〜17時 00分 専修大学⚄⏣ᰯ⯋ 7号㤋 772教室 

㆟事㸸➨ 9ᮇ会㛗役員㑅挙の⤖ᯝ、⌮事会及び⥲会㆟、➨ 25回大会会場➼について 

 

 

〔全国⌮事会の㛤催グ㘓〕 

7月 1日㸦土㸧 10時 00分〜11時 30分 京㒔女子大学 Cᰯ⯋ C505教室 

新旧合同⌮事会として㛤催。ただし、新役員はṇ式にはオブザーバー。 

㆟事㸸➨㸷ᮇ役員体制、2016年度学会ά動報告、2016年度Ỵ⟬及び会ィ┘ᰝ、2017年度学会ά動ィ⏬及び予⟬、㛗

ᮇ会㈝ᮍ⣡会員の㝖⡠、常任⌮事➼の旅㈝⿵助に㛵する⏦し合わせ、➨ 25回大会会場㡯及び日⛬➼について 

 

 

〔学会事務局の変更〕 

㸨学会事務局が変わりました。 

・会㛗㸸広℩⿱子 事務局㛗㸸広井多㭯子 幹事㸸⏫支大♸ 書グ㸸Ⲩ井ⱥ㑻 

・㐃⤡先㸸 

  〒150−0011ᮾ京㒔㇂区ᮾ㸯−㸲㸷 

    実㊶女子大学人㛫♫会学㒊 広井多㭯子◊✲室Ẽ付 

・Email㸸 

   kyoikuseisaku@gmail.com    ◆事務局住所・Emailアドレス、変わりました◆ 

 

 

〔⦅㞟後グ〕  

7 月の大会で事務局㛗に就任いたしました実㊶女子大学の広井多㭯子と⏦します㹿主に子どもと家族に㛵する政⟇を◊

✲していますので、会員のⓙさんはあまりご存▱ないと思いますが、どうぞよろしくお㢪いいたします㹿 

事務局幹事は⏫支大♸さん㸦ᮾ京大学㸧に⥅⥆していただくことになりました㹿加えて今ᮇは、Ⲩ井ⱥ㑻さん㸦信州

大学㸧が書グとして加わってくださいます。事務局一同、広℩会㛗を支えつつ、会員┦互の情報交換と外㒊への情報Ⓨ信

を㐍めていきたいと⪃えています㹿 

事務局報告 


